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で、六字真言 (Oṃ ma ṇi pa dme hūṃ, オーン マニパ
ドメー フーン , 唵 嘛呢叭咪 吽 ) と破地獄真言 (Oṃ 
ka ra de ya svā hā, オーン カラディヤ ソワカ , 唵 迦
































ていた [ 国立羅州文化財研究所 2016]。漆に金箔を
被せたり、金・銀で文様を入れた例には、百済武寧
王陵の木製品、陵山里古墳木棺片で発見された例が
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認され、各文字を直径 8 ～ 10cm の白色円圏文が








るために、赤外分光分析 (FT-IR: Fourier Transform-
Infrared Spectroscope) を 実 施 し た。FT-IR 分 析
(Hyperion Vertex 70, Bruker, Germany) は多様な有機
物分析に利用されており、少量の試料で分析が可能
な全反射測定法 (ATR: attenuated total reflected) を適
用している。漆分析データは、先行研究資料の生漆
[National Research Institute of Cultural Heritage 2014]
と精製漆 [ 조
チョ ナムチョル
남철ほか 2010] の FT-IR 分析結果と比
較し、成分を確認した。
　木棺の顔料は微小部 X 線蛍光分析 (Micro X-ray 
fluorescence: Eagle 3-XXL, EDAX, USA) で主要構成
成分を確認した。
　木棺漆面は顕微鏡分析と走査型電子顕微鏡 (SEM-





た断面は #220 ～ 4000 で研磨した後、試料切断機
で約 3mm の厚さに切断し、その後スライドグラス
に貼り付けた。完全に接着した後、試片切断面を
研磨し、透過光顕微鏡観察が可能な 8 ～ 10mm の
厚さにした。漆膜は透過光金属顕微鏡 (DM-2500M, 
Leica, Germany) で観察し、写真撮影を行った。漆膜
微細構造ならびに成分は SEM-EDS 分析 (JSM-IT300, 




製漆の結果と比較した ( 図 2)。生漆の FT-IR スペ
クトルは、O-H 伸縮振動による 3500 ～ 3200cm-1
の広い吸収帯、片鎖の不飽和アルキル基 (=CO-) 伸
縮振動による 3010cm-1、飽和アルキル基 (-CH2)
伸 縮 振 動 に よ る 2920cm-1、2852cm-1 の 鋭 い 吸
収帯が観察される。また不飽和アルキルグループ
(-CH=CH-) に よ る 1618cm-1、1594cm-1 吸 収 帯 と
メチレン基に起因する 1474cm-1 吸収帯が観察され
た。精製漆は生漆と類似する吸収ピークを示してい





　 木 棺 漆 片 の FT-IR 分 析 の 結 果 で も、3500 ～
3200cm-1 の O-H 広 範 囲 吸 収 帯 が 同 様 に 現 れ、
3010cm-1 から =CH- の小さなピークが確認された。
飽和アルキル基 (-CH2) の 2925cm-1、2854cm-1 の
鋭い吸収体が同様に確認された。また不飽和アルキ
ルグループ (-CH=CH-) の 1606cm-1、メチレン基に
起因する 1453cm-1 吸収帯も確認された。生漆とは
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から MXRF で成分を分析した。分析箇所は図 3a の
A( 金色文字 )、B( 白色線 ) である。
　金色文字 ( 図 3b, SN-C0-A) を実体顕微鏡で拡大
すると、金色顔料が固まっており、でこぼこした表
面のため一部顔料は剥離していた。MXRF 分析の
結果 ( 図 4)、金色は金 (Au)、白色部分 ( 図 3c, SN-
C0-B) は銀 (Ag) が主成分として検出された。一緒
に検出された Al、Si、Ca などの成分は土壌成分と




図 4　木棺顔料の蛍光 X線分析の結果 [ 国立羅州文化財研究所 2016]
図 3　木棺顔料の蛍光 X線分析測定点 (a) と光学顕微鏡写真 (b), (c)




と金属顕微鏡で分析した。木棺漆片 (SN-C1 ～ C3)
の顕微鏡観察の結果、漆層の厚さは約 100 ～ 200
㎛と推定される ( 図 5)。
　木棺漆は透過光顕微鏡分析の結果、顔料層 (G:
gold, S:silver)、 黄 褐 色 層 (L:lacquer)、 黒 い 層 (B:
black)、木質、の順であり、すなわち合計 3 枚の漆
層で構成されていた ( 図 6a)。同一試料を金属顕微
鏡で観察した結果、最外郭に存在している顔料物質
は金属物質と確認された。SN-C1( 図 6b) は金色文
字の断面で、金属が粒子形態ではなく複数層の線で















線の厚さは約 1 ～ 2㎛と推定された。白色顔料は断
面 (SN-C3) 観察の結果、漆表面に比較的大きな塊状
で確認された ( 図 7)。
　金色顔料の構成成分を EDS で測定した結果 ( 図 8,
表 1)、74 ～ 91wt% Au、5 ～ 22wt% Ag と確認さ
れた (SN-C1 ① , ② , ③ )。顔料層下の黄褐色層 (SN-C1
④ , ⑤ ) と黒色層 (SN-C1 ⑥ , ⑦ ) 成分は、炭素 (C)







　白色線の断面 (SN-C3) を SEM-EDS で観察した結




図 7　木棺の金と白色層の SEM 画像
図 8　木棺漆層の SEM 画像と EDS 測定点






Ag Au Cu O C Mg Al Si S Cl Ca Zr Pt
SN-C1
① 5.63 91.00 0.94 2.43 － － － － － － － － －
② 21.70 74.86 0.91 2.53 － － － － － － － － －
③ 21.21 76.00 － 2.78 － － － － － － － － －
④ － － － 16.73 80.80 0.08 0.38 0.24 0.13 0.16 0.66 0.80
⑤ － － － 17.83 80.34 － 0.11 0.32 － 0.88 － － 0.51
⑥ － － － 20.93 77.89 － 0.23 0.23 0.06 0.09 0.22 0.34 －
⑦ － － － 18.12 80.15 0.07 0.21 0.11 － 0.32 0.54 － 0.48
SN-C3
① 76.73 － － 1.03 6.51 － － － － 15.74 － － －
② 76.68 － － 0.97 7.00 － － 0.25 － 15.10 － － －
③ 32.20 － － 14.35 44.64 0.36 0.83 0.51 6.62 0.48 － －
④ 0.44 － － 20.36 78.33 － － － － 0.50 － － 0.36
⑤ － － － 21.26 78.02 － － 0.08 － 0.10 0.21 － 0.33
果、白色物質 (SN-C3 ① , ② ) は約 76wt% Ag が検
出された。SN-C3 の顔料層下部分は SN-C1 と同様






91wt% Au、5 ～ 22wt% Ag 成分等が検出され、金




た [ 東亜大学校博物館 2002]。
　木棺漆膜は顔料層、黄褐色層、黒色層の 3 層で
構成されており、約 100 ～ 200㎛の厚さである。
これは武寧王陵木棺の漆膜 (20 ～ 100㎛ ) や密陽古
法里壁画墓出土木棺の漆膜 (16 ～ 31㎛ ) に比べて
比較的厚い [ 東亜大学校博物館 2002; 国立公州博物































































宋応星 1637『天工開物』(Choi, J. [trans.], 1997, 伝統文
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Abstract　　The NongSo tomb of SunChang was built 
in a relatively deep place; hence there was little damage 
from grave robbers. The tomb was completely filled with 
a large amount of charcoal, and therefore the wooden 
coffin was excavated in relatively good condition. 
On the basis of the structure of the tombs, excavated 
artifacts, and radiocarbon dating results, the tomb is 
estimated to be from between the late Goryeo and the 
early Joseon period. The wooden coffin excavated is 
double-layered structures consisting of an outer coffin 
and an inner coffin. The outside of the wooden coffin is 
thickly lacquered and decorated with yellow letters and 
white motifs. An analysis of the pigments’ components 
revealed that the major component of the letters was gold 
(Au) and the major component of the motifs was silver 
(Ag). The coffin lacquer had three layers: a pigment 
layer, a yellowish-brown layer, and a black layer. The 
wooden bases of the coffins were painted with a black 
substance, such as soot, as mineral elements were not 
detected in the black layer. The yellowish-brown layer 
is presumed to be refined lacquer. From the analysis of 
the structure of the layers and pigments, we can estimate 
the method was adopted for making lacquer for wooden 
coffin. It is assumed that the method used gold leaf and 
gold powder. The form of the pigment and the internal 
structure are likely to be gold leaf, but the shape of the 
surface letters appears to have been formed using gold 
powder. This study will serve as important information 
for understanding lacquer making techniques at the time 
of the tombs’ construction by confirming the making 
method through reproduction experiments using gold leaf 
and gold powder.
